
地域包括ケア病棟働き方セミナー 2017 
   ～リハビリテーションスタッフの役割～ 

 病床機能分化が進む中、地域包括ケア病棟の急激な増加に伴い、リハビリテーション
専門職に求められる役割と期待も増しています。 

 本セミナーは、地域包括ケア病棟の役割とその使命を理解し、地域包括ケア病棟に勤
務する理学療法士等リハビリテーション専門職に必要な能力と、現場で求められる役割
について学ぶことを目的に開催いたします。 

開催日：平成２９年３月１２日（日） 10：00 開演（受付9：00） 

会場： UDXカンファレンス4F  ギャラリー typeS （東京 秋葉原） 

後援：（一社）日本作業療法士協会 （一社）日本言語聴覚士協会 

主催：（公社）日本理学療法士協会 

基調講演 

2025年に向けた病院機能分化と地域包括ケア病棟の役割（仮） 
 講演者調整中 

地域包括ケア病棟の使命と理学療法士に対する期待（仮） 
 仲井培雄（医療法人社団和楽仁 芳珠記念病院理事長/地域包括ケア病棟協会会長） 

シンポジウム 

地域包括ケア病棟の受け入れ判定と評価 
 
地域包括ケア病棟での取組み、役割 

情報交換会  

地域包括ケア病棟と在宅・地域との連携 

Ⅰ 

Ⅱ 

尚、本セミナーの申し込み方法、当日のスケジュールの詳細は、後日 
日本理学療法士協会ホームページ等にて、ご案内いたします。 

西田好克（芳珠記念病院） ほか  

松山太士（八千代病院） ほか 

大久保佳範（松波総合病院） 井舟正秀（恵寿総合病院） 

ワークショップ形式による、意見交換 

参加費：無料 （日本理学療法士協会会員） 

        1000円（日本作業療法士協会会員、日本言語聴覚士協会会員）  


